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的存在がウォルマー トであ り,ウ ォルマー トのメキシコ市場進出事例は,
グローバル ・リテイラーの新興市場進出の成功事例 として欧米で注 目され
(Hill2004,ThomasandGonzalez2006,Durand2007),メキシコでの売上高
は同社の国際部門の約4分 の1を 占め,英 国に次 ぐ規模 となっている。
図1メ キシコ小売産業の構図
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メキシコでのウォルマー トの当初の成功は,経 済開放政策を意識 した的
確なタイ ミング,適 切なパー トナーの選択などの要因 も大きいが(丸谷
2003a),その後の更なる躍進は進出後の現地適応化戦略によるところが大
きい とみ られる。
こうしたウォルマー トの躍進は,対 抗す るソリアナ等国内資本の近代的
小売業者 との競争を激化させ,現 地市場に非常に大きな影響を及ぼ し,当






の3大 小売業者はウォルマー トに対抗する国内勢力 として常に注 目され,
プライベー ト・ブラン ドの開発などで協力するなどの連携で生き残 りを図っ
てきた。 しか し,ウォルマー トの急激な店舗拡大は3大 小売業者の一角を
占めてきた老舗ヒガンテの単独での生き残 りを困難にし,唯一 ウォルマー
トに対抗 し成長 しているソリアナへの店舗売却 という結果 となったのであ
る。
筆者の一人である丸谷は,棲 み分け構造の崩壊によるメキシコ小売市場
の影響 について,主 にフォーマル ・セクターに関 して検討 してきた(丸谷
2003a,丸谷2005,丸谷 ・大澤2008)。しかし,ラ テンアメリカ諸国を含む
発展途上国の小売産業においては,図1に 示されるように,イ ンフォーマ































のが難 しい階層に関して動態を示 していく。そ して,彼 らが路上に生活の
糧を求めざる得な くなった背景,彼 らの厳 しい生活状況によって生じる痛
み,そ こで形成される相互扶助関係な どをより具体的に示すために,オ ー
ラルヒス トリーを用いて示 していく。
なお,こ の共同研究が行われた経緯は,イ ンフォーマル小売セクターに
関して研究を行ってきた丸谷 と,ストリー ト・チル ドレンの研究を通じて上
記の階層に接触 してきた小松の偶然の出会いがきっかけである。ス トリー






2メ キ シ コ シ テ ィ に お け る ス トリー ト・ベ ン ダ ー(1)
2.1ス トリー ト・ベンダーの定義
ス トリー ト・ベ ンダーは,道路とい う公共空間において販売活動を行 う商






ころであるが,こ こでは,道 路とい う公共空問において販売活動を行 う商









常設露天商は,路 上を占有する狭義の常設露天商 と,当局 との交渉によっ
(1)「2メキシコシティにお けるス トリー ト・ベ ンダー」の特 に,「2。1ストリー ト・ベ ンダ ーの定
義」お よび 「2.2メキシコシティ にお けるス トリー ト・ベンダー形成 の歴 史的経緯 と現状」 の
箇所に関 して は,主 として丸谷(2003a)にお いて示 した内容を再構成 し,ま とめている。
(2)ストリー ト・ベンダーは多様 であ り,取扱商 品に特 殊性がある とい った理 由で,政 府か ら公道
での活動を合法化 され ている新聞販売員,宝 くじ販 売員,靴 磨き,オ ルガン奏者,写 真家及び
マ リア ッチ のよ うなサー ビス提供者 も存在 する.彼 らもス トリー ト・ベ ンダ ーではあ るが,そ
の活動が合法 的であ り,そ の他のス トリー ト・ベ ンダー とおかれ てい る状況が 異なるので,今
回は検討対象か ら除外 した。
(3)アボネ ロは,集 金屋 あるいは取立人 を意 味する。衣料 品の販売 を例 にす る と,持 ち合わせ の





















行商人,移 動露天商,狭 義の常設露天商および公営施設入居商人か らな
るス トリー ト・ベンダーは,図1に けるインフォーマル小売セクターに該
当する。
2.2メキシコシティにおけるス トリー ト・ベンダー形成の歴史的経緯と現状
メキシコシティにおけるス トリー ト・ベンダーの歴史を紐解 くと,彼 ら・
彼女 らを取 り締まる街頭販売規則はアステカ時代にも存在 した。ス トリー
ト・ベ ンダーの起源を遡ることは困難である。しか し,メキシコ革命以降の
歴史を振 り返ると,メキシコシティお よびその周辺地域における人口増加
に伴い,ス トリー ト・ベンダーの数は増加 してきた。
(4)ティ ア ン ギ ス(tianguis)は,先住 民 ナ ワ トル 語 で 「市 」 を 意 味 し,ス ペ イ ン 征 服 以 前 か ら商
業 の 典 型 的 形 態 と し て 存 在 して い た 。 当 時 の テ ィ ア ン ギ ス に 関 す る 詳 細 は,ANTAD,1986,
HistoriadelComercio--VersionCompendiada,ANTAD,31-33.を参 照 。
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ト・ベ ンダーの形成過程について示 してい く。





にも急速な拡大には対応 しきれなかった。ス トリー ト・ベンダーは,商業施
設や市場の不足を補完するものとして増加 したのである。
「メキシコの奇跡」 とも呼ばれる1940年代から1960年代末にかけての
経済成長は,首 都圏への人口移動および 自然増加による人口増加をもた ら
した。経済成長による雇用増加を上回る急激な人口増加は,正 規雇用され
ない層を大量に生み出した。正規雇用されない層は,ス トリー ト・ベンダー
になる以外に選択肢がな く,ス トリー ト・ベンダーが急増 した。
1952年ウルチュルツ(ErnestoPUruchurtu,任期1952-1966年)がメキ
シコシティの長 となると(5>,ストリー ト・ベ ンダーの増加および増加に伴 う
都市問題の解決のために,街頭販売の規制は強化 された。ウルチュルツ市
政の特筆点として,主に食品や衣類 といった生活必需品を販売する約50万
人のス トリー ト・ベ ンダーを収容できる160以上の公設市場を建設 した こ
とがあげられる。 このウルチュルツ市政の間に,公 営施設入居商人が形成
されたのである。公営市場の形成には,ス トリー ト・ベ ンダーが組織を形成
(5)彼はス トリー ト・ベ ンダー政策以外で も特 に最初の4年 間で 目覚 しい実績 をあげた。メキシコ
シティの財政 は徴税 システムの改善に よ り近 代史上初めて黒字 とな り,財政再建 によって得 ら





し,圧 力団体 として政 治 に働 きか けた こ とも影響 を与えて いる。
ウル チュル ツ市政 以降,ス トリー ト・ベ ンダー政策 は軟 化 した。 さらに,
ス トリー ト・ベ ンダー取 り締 ま りの権 限の委譲,ス トリー ト・ベ ンダー の組
織の拡大,な らび に 「失われ た10年 」 と呼 ばれ る経済 の長期低迷 に よ り,
1980年代 におい て もメキシ コシテ ィの ス トリー ト・ベ ンダー は急 増 した。
1989年の新 税法 には,「 メキ シ コシテ ィにお ける道路や 公的地域 を利用す
る人」が 課税対象 とな り(G.1.Gordon1997:201-206),行政 に よって ス ト
リー ト・ベ ンダーの商業行 為が実質 的に認 め られ た。
このよ うに歴史 的にス トリー ト・ベ ンダー は,人 口増加 に伴 い,労 働市場
におい て正規雇用 され ない者 を雇用 し,増 加 してきたので ある。
2008年現 在,ス トリー ト・ベ ンダ ーが正規雇用 に匹敵 す る労働 市場 を形
成 してお り,メキシ コシティの労働市 場にお ける フォ ーマル ・セ クター とイ
ンフォーマル ・セクター との割合は,ほぼ5対5程 度 といわれる(Euromonitor
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写真2コ ヨアカン公園の様子
2006)(6)。また,商 業 におい ては,フ ォーマル ・セ クター従事 者の約3倍 が
イ ンフォーマル ・セ クター従 事者 であ り,兼 業 も多い。
これ らの こ とか ら,メ キ シコシティ にお いてス トリー ト・ベ ンダ ーは,正
規 雇用 同様 に多 くの市 民が従 事す る仕事 であ る といえ る。 また,ス トリー
ト・ベ ンダ ーは,市 民 の生 活に とって欠かす こ とがで きない食品や 日用 品,
嗜好 品を販 売 して お り,メ キシ コシテ ィの小売産業 におい て欠 くこ とが で
きな い存 在 とな ってい る。
一方 にお いて,2007年11月 よ り,ロ ベル ト・カ スティ ージ ョ(Roberto
Castillo)によ り営業 許可 を持た ない ス トリー ト・ベ ンダーや 不法 な コピー
商品 を取 り扱 うス トリー ト・ベ ンダーの取 り締 ま りが強 化 されてお り(写真
1及び 写真2参 照),今 後 とも,ス トリー ト・ベ ンダ ーの動 向をさ らに注視





2.3世襲的にス トリー ト・ベ ンダーを生業とする層
メキシコシティにおいてはインフォーマル小売セクターであるス トリー
ト・ベンダーが拡大 し,フォーマル ・セクターとほぼ同じ規模の労働市場を
形成 していることについては既述の通 りである。ス トリー ト・ベンダー拡大
の背景には,労 働人 口に対 して正規雇用の労働市場が十分に発達しなかっ
たことや,組織を形成 し,ス トリー ト・ベンダーがその地位向上のために行
政に働きかけてきたことなどがあげ られる。また,ス トリー ト・ベ ンダーを
生業 としても十分に生計が立てられた こともあげられよう。
メン ドーサによるス トリー ト・ベンダーの所得の研究や,オ スカー・ルイ
スが 『貧困の文化』(Lewis1959(=高山1970))や『サンチェスの子どもた
ち1・2』(Lewis1961(=柴田・行方1969))で明 らかに した彼 ら・彼女 らの
生活実態などか らも,ストリー ト・ベンダーが生計を立てる手段にな りえた
ことが覗える。特に,売 れ筋商品を探 り当てる先見の明がある者や,ス ト
リー ト・ベンダーと他の仕事を組み合わせて収入を得ている層は,1世世代
において社会移動する可能性を十分に持 っていると考えられる。メン ドー
サやルイスの研究において取 りあげ られたス トリー ト・ベンダーは,商才に
恵まれる,あ るいは,経 済基盤 となる仕事を複数持つ層と考えられる。ス
トリー ト・ベンダーの大部分 を占めると考えられ るこのよ うな層は,2世世
代への教育投資を行 うことができ,より高い経済 ・社会階層への社会移動を
実現 している(増山2001)。不安定収入,不 安定雇用および社会保障の欠如
とい う危険にさらされなが らも,多くのス トリー ト・ベンダーは,上方への
社会移動を遂げているのである。
一方,ス トリー ト・ベンダーの中には,世 襲的にス トリー ト・ベ ンダーと
ならざるを得ない層が存在する。ス トリー ト・ベンダーは上方への社会移動
を可能 とする能力や機会などを持ち合わせない場合,あ るいは,失 職や事
故,病気などの問題を抱えた場合,生活条件を維持・向上させることが困難
となる。このような場合,生 活条件を向上 させ られないだけではな く,2
世世代への教育投資を行 うこともできなくなる。教育を受けていない層は,
雇用機会が限定され,ス トリー ト・ベンダーになる以外 に選択肢がな くな
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る。世襲的にス トリー ト・ベンダーを生業とする層は,上方への社会移動の
可能な層や正規雇用 されている層 と比較す ると,相 対的により困窮 した社
会・経済状況に置かれ,ス トリー ト・ベンダー以外の雇用機会をさらに減 ら
して しま う。
世襲的にス トリー ト・ベンダーを生業 とする層は,街頭販売の規制や取 り
締 まりの強化がな され る現在,ス トリー ト・ベンダーの中でも,より経済的
・社会的に困窮する可能性が高い と考え られる。
2.4本稿が検討対象とするス トリー ト・ベンダー
本稿においては,この世襲的にス トリー ト・ベンダーを生業 とする層を検
討対象 とする。この層は,ス トリー ト・ベンダーの中で も,よ り経済的・社
会的に困窮 した状況に置かれている。 この層は,街 頭販売以外に生業 とで
きる機会を持たないため,規 制や取 り締まり強化 とい う社会的排除の力を
受けた場合,生 活手段を失ってしまう。
現在,一部のス トリー ト・ベンダーが窃盗や強盗によって入手 した物品の
販売や,麻 薬販売などの非合法的行為を行っている。生活手段の喪失が即







3ス トリー ト・ベ ンダーだ けを生業 とする者の ライフ ヒス
トリー
3.1アプローチと調査対象者の選定
ス トリー ト・ベ ンダーは,正規雇用者 とは異なり,実数や労働実態を把握




ダーだけを生業 とする者の中から,典型 と考えられる者を取 りあげ,そ の
ライフヒス トリーか ら世襲的にス トリー ト・ベンダーを生業 とせざるを得な
い状況に陥る要因を探 る方法を用いる。
ス トリー ト・ベ ンダーだけを生業 とする者の典型として,ここではイサベ
ル(仮名,44歳)を取 りあげる。イサベルは,プ エブラ州の貧 しい農村に
生まれ,公 教育を受けたことがない女性である。仕事を求めてメキシコシ
ティにやってきたイサベルは,ストリー ト・ベンダーとして働きなが らスペ
イン語を体得 した。 しか し,文盲である彼女は,情 報へのアクセス,公 文
書の作成などか ら疎外 され,ストリー ト・ベ ンダー以外の労働に従事する機
会 を持たなかった。同様に文盲であ り,ストリー ト・ベ ンダーとして働 く夫
を得たが,夫 婦の不安定労働および不安定収入のために,彼 らの子どもを
労働力として駆 り出した。彼女は経済的な困窮状態か ら脱する術を持たず,
貧困層の居住区に住み続け,そ の子どもである2世 世代も就学せずにス ト
リー ト・ベンダーとして働かざるを得ない状況にあったのである。
3.2調査方法,調 査期間および調査地
ライフヒス トリーは,イ サベル本人か らの語 りを中心に,彼 女を取 り巻
く家族や友人などの語 りも参考に しなが ら総合的に構成 した。用いた調査
手法は,参 与観察 と聴 き取 り調査である。
参与観察は,イ サベルが営む焼きとうもろこしを販売するエスキーテス
屋 ⑦を手伝いなが ら行った。聴き取 り調査は,イサベルやその家族,友 人
と信頼関係を築きながら,仕 事の合間を見計らって行った。仕事の邪魔に






(7)イサベルは,焼 き とうもろ こしで あるエ ローテお よび とうもろ こしの妙 め煮であ るエ スキー
テスを露店で売 っている。2007年までエ ローテ1本10ペ ソ,エスキーテ ス1杯10ペ ソであっ
たが,燃 料価格等 の高騰 に より,2008年2月時 点においては各12ペ ソに値上げ して いた。
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なお,イ サベルのライフヒス トリーに登場するすべての人物は,そ の人
権 に配慮 し,仮名にした。また,ラ イフヒス トリーは,イ サベルがその幼
少期について多 くを語 りたが らないことから,ストリー ト・ベンダーになっ
て以降の記述が中心 となっている。
3.3イサベルのライフヒス トリー
イサベルを取 り巻 く人々および彼 らとのや り取 りを含めて,彼 女の生い
立ち,ス トリー ト・ベ ンダーとなって以降の生活状況を記述する。記述にあ
た り,彼女のライフヒス トリーを知る上で重要な出来事をイサベルの略歴
として表1に,彼 女の生殖家族をイサベルの系図として図2に まとめた。







1976-1977家 政 婦 と して働 くた め にDFに や って くるが 、失 業 し、ス トリー ト・ベ ン




















非スペイン語圏の集落 に生まれた.冷 涼な山間部に位置 した生家は,貧 農
であ り,家には十分に寒さを防ぐだけの着物がなかった。イサベルは,公
教育を受けることなく,家 の仕事を手伝いなが ら幼少期を過ごした.彼 女
はプエブラで過ごしていた間,スペイン語に触れ る機会がなかったとい う。
家計の経済的逼迫を理由に,イ サベルは10歳を過ぎた頃に家政婦 とし
てメキシコシティに働 きに出される。 しかし,イサベルは,読 み書きはお
ろか,ス ペイン語が話せないために失職す る。失職後,経 緯ははっきりと
しないが,キャンディー売 りの仕事を始める。ス トリー ト・ベンダー として
カゴに商品を乗せて売 り歩 く 「カゴ売 り」を始めたのである。
しか し,カゴ売 りで得 られる収入は不安定であり,その 日をや り過ごす
には,ストリー ト・ベンダー仲間か らの金銭物資の貸し借 りを頼 りにせざる
を得なかった。収入がある日は,ス トリー ト・ベンダー仲間の中で十分な収
入に至 らなかった者に貸 し,逆に十分に売 り上げがなかった日には,仲 間
か ら借 りた。イサベルは,ス トリー ト・ベンダー同士の相互扶助により,
徐々に,カ ゴ売 りする商品を増や していった。
イサベルは,失 職 して以降2,3年 間をカゴ売 りにより生計を立ててき
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た。彼女はこの間に,仕事を通 じて知 り合 った,ス トリー ト・ベンダー仲間
の1人 であるホセ(2003年に死亡)と 恋に落ち,2人 は教会で結婚式を挙
げた(8)。
イサベルが夫ホセに関しては閉口してお り⑨,彼についてわかっている
ことは非常に少ないが,ま とめる と以下の通 りである。ホセは,メ キシコ
シティの貧 しい家に生まれ,幼い頃からス トリー ト・ベ ンダーとして働いて
きた。そのため,イ サベル同様に公教育を受ける機会に恵まれず,文 盲で
ある。イサベル よりは,年上であ り,ス トリー ト・ベンダー としてのキャリ
アも長かった。インディオであるイサベル とは異なり,ホセはメスティー
ソの中でも比較的色白であ り,背が高く,ス ペイン語を話 した。ホセは,
イサベル と同じ地域でス トリー ト・ベンダー として働いていた。そのため,
2人は出会い,結 婚に至ったのである。
ス トリー ト・ベンダーをお互いに生業 としていた2人 は,メ キシコ州に
間借 りして新婚生活を始める。2人 は,そ れぞれ異なる仕事をしていた よ
うであるが,安 い一間を借 りて,朝 晩,1時 間か ら2時 間ほどの通勤時間
をかけてセン トロで働いた。その後,共 働きにより資金が貯まると,ホセ
とイサベルは,焼 きとうもろこしや とうもろこしの妙め煮を売るエスキー
テス屋を始めた。エスキーテス屋は,結 婚 当時か ら出店場所を変えず,レ
ボルシオン駅近 くで営まれた。
調理に手間がかからず,一 度出来あがると売 り子1人 でも切 り盛 りがで
きるエスキーテス屋を始めるようになると,次第にホセとイサベルの関係
に変化が見られるようになる。イサベルは調理や売 り子を担当し,常 にエ
スキーテス屋を切 り盛 りする。一方,ホ セは,力 仕事であるとうもろこし
や炭の仕入れ,店 の設営以外の時間をエスキーテス屋から離れて過ごす よ
うになった。
エスキーテス屋を始めた頃は,イ サベルがホセ との間に第1子 ヘススを
(8)メキシ コで は,結 婚 の形式には,法 的な婚姻以外 に,事 実婚 と教会婚が ある。イサベル とホ
セは教会婚で ある。
(9)文中に も示 した とお り,ホ セは結婚後,イ サベル以外 の女性を 囲った。 イサベルは,不 貞を
働 き,子 どもと自らを捨 てて家を出て行 った夫 ホセ を憎 んでいる。また,ホ セ は,筆 者がイサ
ベ ルを調査対象者 にす る以前に死亡 してい る。そ のため,ホ セ に関する情報 を得 ることは難 し




り,ス トリー ト・ベ ンダー仲間と遊ぶよ うになる。ホセの性格や行動をよく
知るイサベルは,夫 の不貞を疑い始めた。結婚生活は破綻に向か うが,こ
の時期に2人 は,通 勤の利便性のため,家 をメキシコ州か らエスキーテス
屋の近 くに移す。エスキーテス屋の運営,新 居での生活,さ らに,第1子













ども2人 と自らの生活を支えるために働き,ま た,次 第に商い中に知 り
合った男性 と関係を持つようになる。2人 の子 どもを抱えていたものの,
当時のイサベルが20歳前後であったことを考えると,彼 女に恋人ができ
ても不思議ではない。イサベルは,恋 人を家にあげるようになる。





イサベルは,恋 人 と安定 した関係を築けず,経 済的に恋人に頼ることが
(10)ホセ は,エ ス キーテス屋 以外に も,ス トリー ト・ベ ンダー と して臨時の仕 事や頼 まれ 仕事,
カゴ売 りな どの複数 の副業を もっていた とイ サベ ルは言 うが,具 体的な収入や仕事 内容 につ い
ては語 らなか った。
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できなかった。子 どもであるヘスス とマ リアが物心つくようになる と,イ
サベルは,2人 にエスキーテス屋の手伝いやキャンディー売 りなどの仕事
を与えた。2人に とっては,友 達と遊べず,仕 事をさせ られ,家 に帰って
も,母親やその恋人からの暴力が待つ とい うカオスな日々であった。この
カオスな家庭生活のために,マ リアは,家 出を繰 り返 し,8歳前後で路上
生活者 となる("〉。
イサベルは,子 育ての失敗に責任を感 じ,娘 を路上生活者にして しまっ
たことに傷ついた。貧農の家に生まれたために,ス トリー ト・ベンダー とし
て逼迫 した生活を送 らざるを得ず,夫 に不貞を働かれ,頼 りにできる親類
もない自身の人生を振 り返 り,や り場のない気持ちを抱いた。 しか し,気
持ちとは裏腹にイサベルは,日 々の生活に追われ,家 出した娘を家に連れ
戻せなかった。イサベルは,親 として苛立ちなが らも,エ スキーテス屋や
家のあるレボルシオンか ら500メー トル も離れない公園で暮 らす娘を放置
し続けた。
マ リアは,目と鼻の先にいるにもかかわ らず 自分を探さない母親をみて,
帰ることのできる家とい う 「居場所」を失 った と感 じ,次第に ドラッグに
依存するようになる。マリアは,刹那的に得 られ る信頼感や愛情を求めて,
ス トリー ト・チル ドレン仲間の男子 と安易に性的関係を持ち,ドラッグか ら
容易に得 られ る 「快」に浸 り,日々をや り過 ごす ようになる。マ リアは,
ドラッグや路上生活を続けるための金銭が必要になると,家 に来ては,イ
サベルから金銭を巻きあげるようになる。イサベル とマ リア との家族関係
も破綻 していった。
さらに,時 折気が向くままに帰宅する夫ホセ と,金の無心のために家に
立ち寄る娘マ リア とは,い つの頃か らか性的な関係に至る。マリアは,実
父との近親相姦関係を続ける一方,路 上で出会った青年カル ロスと法的に
婚姻関係を結ぶ。仕事で家を空けがちな夫との婚姻生活中,マ リアは,第
1子ホルへを授かる。ホルへは,複 数人の証言により,実父 との間の子 ど
もであると考えられる。
(11)イサベル の第2子 マ リアについて のライ フヒス トリーは,拙 稿(小 松2008)に記述 した。執
筆当時既に,マ リア の第1子 ホルへの父親は,彼 女 の父親 ホセである と疑われ ていたが,信 頼
に足る証言が得 られ ていなか った。
..
メキシコ合衆国におけるス トリー ト・ベンダーに関する一考察
マ リアは,夫の留守を利用 して ドラッグと路上生活 とを続 けていたため,
妊娠当初からホルへを養育する気がなか った。マ リアは,出 産を終えると
ホルへをイサベルに預け,路 上生活に戻 ってい く。イサベルは,妊 娠当初
からホルへが,ホ セ との間にできた子 どもであることを知 りながら,沈黙
を保ち,ホ ルへを育て始める。ホルへの父であるホセは,ホ ルへが誕生 し
た同じ年にこの世を去る。
時期は前後するが,マ リアがホルへを出産する前に,イ サベルの第1子




頼らなければな らなくなった中で,マ リアは,ホ ルへに続いて第2子 を妊
娠する。マ リアは、おそ らく夫カルロスの子どもでない,当 時付き合って
いたス トリー ト・チル ドレンの男子 との間にガブリエラを出産 し,ホルへ同
様に育児放棄 し,イサベルに預けて路上生活を続 けた。その後,マ リアは,
イダルゴ駅周辺の公園で寝ていた ところを襲われ,脳 挫傷で2週 間意識不
明 となる。全治3箇 月の診断が下るが,ス トリー ト・ベンダーで生計を立
てるイサベルには,医 療費の支払い能力がなく,マ リアは2箇 月で退院す
る。退院後す ぐに,マ リアは ドラッグ欲 しさに路上生活に戻る。 ドラッグ
使用および衛生状態 ・栄養摂取状況の悪い路上生活のために,マ リアは,
翌年の2006年に行路死亡する。
マ リアの死後,イ サベルは,法 的にはマリアの夫であ りホルへとガブリ
エラの父であるカル ロスに対 して,2人を引き取るよう要求 した。しかし,
カルロスは2人 が 自らの子 どもでない と考えていたため,引 き取 りを拒絶
した。また,カ ル ロスは,2人 の養育費の支払いも拒否した。カルロスに
は,マ リアの死亡当時,既 に恋人がいたのである。結局,2人 の世話をし
ていたイサベルがやむな く2人を引き取 った。イサベルは,2007年に法的
な手続きを済ませて,ホ ルへ とガブ リエ ラの養育者となった。




在,イサベルの1日 の収入は,お よそ800ペソである。ここか ら,煉炭代,




この中から,イサベルは教育費や衣料費,交 際費,子 どもの医療費な ど
を支払わねばならない。ホルへの通園費等には,月 額1,000ペソが必要 と
されるため,実 質的に,貯 蓄することはできず、生活にゆ とりはない。イ
サベルは,立ち仕事や重い荷物を運ぶためにひ どい関節痛を患っているが,





ことができた り,既 に持ち家があるよ うなス トリー ト・ベンダー とは異な
り,一 問とはいえセン トロにおいて賃貸料を支払わねばな らず、その収入
は十分 とはいえない。子ども2人 を抱えて露店の設営 ・収納をしなければ
ならないため,店 のあるセン トロか ら離れた比較的安価な賃貸に移ること
はできないのである。
イサベルは,経 済的に頼れる男性や社会的に頼ることのできる家族がお
らず,マ リアの子 ども2人 の養育者 となったため,支 出が増え,一 層困窮
した経済状況 におかれている。 この困窮状況に追い討ちをかけるように,
取 り巻 く社会状況 も厳 しくなり、原油価格の高騰や とうもろこしをバイオ
エネルギーの原料 とする動きに伴 うとうもろこし価格の高騰などが起こっ
ている。また,イ サベルは,無 許可でエスキーテス屋を営んでいるため,
2007年末か ら始まったロベル ト・カスティージ ョによるス トリー ト・ベン
ダーの取 り締まりの強化は露店資材没収や営業場所喪失による失職や投獄
などの可能性を高め,社 会的にも困窮 した状況下に追いこまれている。
しか し,イサベルは,困 窮した状況にもかかわらず,2008年夏季か らホ
ルへに初等教育を受けさせよ うとしている。ホルへに就学機会を与えるこ





ト・ベ ンダーとして生計を立てる息子の家族 と,日々 の生活にも事欠きなが
らも,互 いに持っているものの中か ら分け与え,補 い合いながら生活 して
いる。
イサベルの人生は,経 済的な困窮,つ かの間の愛情と不貞,家 族関係の
破綻,暴 力,転 落,ス トリー ト・ベンダー として生活することの不安など,
ネガティブな要素によって 占められている。一方,イサベルの人生からは,
忍耐,商いを続ける底抜 けの明るさと前向きさ,よりよい生活への指向性,




イサベルは,幼少期から経済的に逼迫 した状況に置かれ,ス トリー ト・ベ
ンダーとして生きていく以外に生計を立てる手段を持ち得なかった。イサ
ベルは,ストリー ト・ベ ンダーだけを生業にしてお り,ストリー ト・ベンダー
仲間以外に人的ネ ッ トワークを持たず,家 族関係の破綻や堕落 した生活,
教育や愛情の欠如 といったよ うな人が成長 し,生 きていく過程において必
要とする様々な要素が欠落 したカオスな生活を送ってきた。
イサベルがカオスな生活下で子育てを行 うことにより,そ の子どもたち
も社会的・経済的に困窮 した状況に置かれた。現在,そ の息子夫婦 と,息子
夫婦の長男も,ス トリー ト・ベンダーのみに従事 している。そ して,ホルへ
もス トリー ト・ベ ンダーとして働いている。
以上のように,イサベル とその家族は,世襲的にス トリー ト・ベ ンダーと
ならざるを得ない人々である。こうした人々は,そ の生活環境から体得 さ
(12)2007年末にイサベル は,ヘ ススの家族 も含 めて,巡礼 の旅(peregrinaci6n)に出か けている。
家族 と共に,助 け合 いなが ら苦行をす ることで,日常の欠乏や困窮に も耐 え うる心構えを養い,
いつで も家族 同士 で助け合える ようにな る。 この巡礼 の習慣 は,特 に貧困者の間 に見 られ る習
慣であ り,相 互扶助 の土台をな してい る と考 え られる。筆者の一人で ある小 松が働 くNGOの
大卒者の職員 は,同 じカ トリック圏 のメキシコ人で あるが,こ の巡礼 の習慣 を持 ち合 わせず,






が指摘 した 「貧困の文化」といえ,彼 ら・彼女ら自身の生命や生活を最低限
保障するように働 く一方,彼 ら・彼女ら自身が社会的・経済的困窮状況か ら
抜け出せなくなる要因としても働く。 「貧困の文化」を継承・強化する背景




イサベルのように,ス トリー ト・ベンダーだけを生業 とし,世襲的にス ト
リー ト・ベンダーとな らざるを得ない層を形成す る人々は,既に社会的に排
除された人々であり,こ うした人々だけが寄 り集まることによって,よ り
困窮 した状況に陥る可能性がある。
しか し,イサベルの事例か らわかるように,ス トリー ト・ベンダーだけを
生業 とする人々は、貧困にあえぎなが らも,よ りよい生活を渇望し,前 向
きに日々を過ごす。イサベルは上方への社会移動を実現するために,努 力
を続けている。文盲であることや経済基盤のなさが,彼 女の努力を阻害す




(13)筆者 の一人 である小松は,イ サベル に無償あるいは非常 に低額 な料金で教育や一時保育 を行
うNGOやNPOを 紹介 した り,子 どもの保護・養 育支援 を行 うNGOやNPOお よび行政 などに
協力を要請 している。今後,ホ ルへやガ ブ リエ ラお よびヘ ススの長男以外の子 どもた ちが ス ト
リー ト・ベ ンダーにな る可能性 は依然 として高いが,イ サベル の努 力・苦闘が報われ るよ う,イ
サベル と子 どもの保護 ・養育 支援を行 う団体 との橋渡 し役を務 めてい くつ も りである。1つ の
ケースで はあるが,世 襲 的にス トリー ト・ベ ンダーにな らざるを得ない悪循環 を断ち切 り,イ













ンターの27.9%を上回ってお り,今後 もその比率は増加するとみ られる。
ボデーガは,人 件費の安さを利用 した人海戦術 と店内の設備を簡素化す













活条件 ・生活状況の維持 ・向上が可能な層である。第3は,ス トリー ト・
ベ ンダーだ けを生業 とし,生活条件・生活状況の維持が可能である,あるい
は,その維持 さえ困難な状況に置かれ,世襲的にス トリー ト・ベンダーだけ
を生業 としなければならないような層である。
本稿が検討対象 とした層は,イ ンフォーマル小売セクターの中でも最 も
困難な状況にある層である。本稿では,エ スキーテス屋を営むイサベルの
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とだけを生計手段 としている階層に限定 し,こ の階層の典型的な事例を検
討することを研究課題 としたため,ボ デーガの出店による影響あるいは
フォーマル・セクター とインフォーマル・セ クターとの間の棲み分け構造の
崩壊に伴 うこの階層への影響について検討 していない。このことに関 して
は,今 後の研究課題 となる。
ス トリー ト・ベ ンダーだけを生業とする人々の典型的事例の研究を通 じ
て,イ ンフォーマル小売セクターの中でも最も把握が困難であるこの層の
動態について,以 下の事柄が明らか となった。
ス トリー ト・ベ ンダーだけを生業 とする層は,経済的に困窮 した家族のも
とに生まれ,幼い頃より働かざるを得ないような状況下に置かれたために,
教育機会から疎外 されている。この層には,初 等教育を終了していない者
あるいは初等教育を受ける機会 さえなか った者が含まれ,中 にはメキシコ
合衆国における公用語であるスペイン語を話すことさえままならない者が
含まれる。この層は,教 育機会か ら疎外 されたことにより,メキシコ社会
において就労する際に必要 とされる最低限度の知識 ・技術が身につけられ
なかったために,正規雇用の就労機会か ら疎外 され,ス トリー ト・ベンダー
以外の仕事に従事する機会を失った。
教育機会および正規雇用か ら疎外されている点は,こ の層だけが特別に
有する特徴ではなく,他 の層にも共通 して見られる。 しか し,他の層は,
商才に恵まれる,十 分な賃金体系・社会保障体系を持つ とは限 らなくても,
コネクシ ョンなどを利用 して正規雇用についている,あ るいは,ス トリー
ト・ベンダーを組織化してメキシコシティ当局 と交渉してより安定 した公営
施設入居商人になれるといったように,上 方への社会移動を可能とする才
能や人的ネ ッ トワークを有する。一方において、このような才能や人的ネ ッ
トワークを有さない場合,ストリー ト・ベンダーだけを生業 とせざるを得な
い。




となるだけではな く,2世世代への教育投資が困難 とな り,2世世代にお
いても上方への社会移動が困難 とな り,代々 ス トリー ト・ベンダーだけを生




・ベ ンダーだけを生業 とする層は,そ の他の層 とのつなが りを失い,ス ト
リー ト・ベンダー同士以外の人的ネ ットワークを築くことが困難 となる。同
じ階層内で人的なネ ッ トワークが閉じているために,こ の層は,特 有の価




持ち,伝承 している。そ して,こ の層は,ルイスが指摘 した 「貧困の文化」
を伝承 していると考えられる。 この層の中での 「貧困の文化」の伝承が,
この層に属する者がフォーマル ・セクターに移行しがたい状況,あ るいは,
生活の維持・向上が望めない状況を生み出 しているのである。
しか し,この層が代々 「貧困の文化」を伝承する背景には,公 教育や情
報,法 律,労 働市場などか らの疎外 といった社会的要因があることを忘れ
てはならない。この層は,現在,ス トリー ト・ベンダーの取 り締ま り強化や
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